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　加熱式タバコは紙巻タバコと同様に健康に有害であり、受動喫煙による影響も報告されている。しかし、
その健康リスクは十分に認識されておらず、医療従事者や薬学生の間にも誤解がみられる。2022年に改訂さ
れた薬学教育モデル・コア・カリキュラムでは、「禁煙指導」が初めて明記され、薬学教育における禁煙支援
教育の充実が求められている。本稿の目的は、近年の薬剤師国家試験における禁煙支援関連の出題傾向、実
務実習前の事前学習における教育実践、さらに他の医療職や国外事例との比較を通じて、薬学教育における
加熱式タバコを含む禁煙支援の現状を整理することである。加えて、実務実習における禁煙支援の実態から
教育と臨床現場との乖離を明らかにし、今後の課題について展望する。

キーワード：禁煙教育、薬学教育、薬剤師、加熱式タバコ

薬学教育における加熱式タバコを含む 
禁煙支援教育の現状と課題

伊東育己 1、石井正和 2

1．帝京平成大学 薬学部 地域薬局学ユニット、2．帝京平成大学 薬学部 生理・病態学ユニット

1．はじめに
加熱式タバコは専用機器でタバコ葉を加熱し、ニ

コチンを含むエアロゾルを吸引する製品である 1, 2）。
タバコ会社は、加熱式タバコについて有害物質が著
しく軽減されていると報告しているが 3）、有害物質
の軽減が健康リスクを低減させるかどうかについて
は、科学的根拠はない 4）。加熱式タバコの使用者が
家庭内に居ると、同居家族においてニコチン代謝物
のレベルが上昇することが報告され 5）、受動喫煙に
よる健康への影響も危惧されている。我々も加熱式
タバコの受動喫煙が頭痛や生理痛の発症や増悪と関
連することを確認している 6～8）。さらに妊娠中の加熱
式タバコの使用が、胎児発育不全のリスクを有意に
高める可能性 9）や、出生後の小児アレルギー疾患の
発症リスク上昇と関連すること10）が報告されており、
従来の紙巻タバコと同様に、妊婦のみならず胎児の
健康にも悪影響を及ぼすことが示唆されている。

2020年施行の改正健康増進法では、原則屋内禁

煙が義務化された一方で「加熱式タバコ専用喫煙室」
が認められ、飲食提供も可能とされた 11）。この制度
設計は「害が少ない」、「禁煙に有効」といった誤解を
助長した可能性がある。また、薬学生が加熱式タバ
コのリスクを十分に理解できていないことが報告さ
れている 12）。さらに、医療従事者の中にも禁煙補助
として有効と考える者が存在するが 13～15）、科学的根
拠はなく、禁煙成功率低下や補助薬の効果減弱が報
告されている 16）。さらに加熱式タバコの使用者では
禁煙補助薬の効果が減弱するという報告もある 17）。

2024年度の加熱式タバコの販売数量は659億本で
あり、市場占有率44％を占め 18）、今後も拡大が予想
される。したがって、医療者は紙巻タバコと同様に
有害性を有することを理解し、禁煙支援に適切に対
応する必要がある。薬学生に対しても、加熱式タバ
コを含む正しい知識と禁煙支援能力を養う教育が求
められる。本稿では、薬学教育における加熱式タバ
コを含む禁煙支援教育を概観し、他の医療職や国外
の取り組みとの比較を交えて、体系的な教育の必要
性と課題を考察する。

2．�教育モデル・コア・カリキュラムと国家試験の
動向
薬学教育6年制導入に伴い策定された薬学教育モ

デル・コア・カリキュラム（以下コア・カリ）は、薬
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学生が修得すべき資質・能力を提示し、各大学のカ
リキュラムの指針となる。その最新版である令和4
（2022）年度改訂版 19）では、学修事項として初めて
「禁煙指導」という言葉が明記された。喫煙・禁煙
に関わるコア・カリの記載内容の抜粋を表1に示す。
改訂版は、従来 20）の衛生学や薬理学での喫煙と疾病
の関連にとどまらず薬学教育における実務実習（以下
実務実習）を含む総合的な臨床薬学科目に統合され
た点が特徴である。具体的には、「地域住民個々の
健康維持・増進に寄与する活動（禁煙指導、口腔ケ
ア、生活習慣病予防、プレコンセプションケア等）へ
の参画」や、「住民・児童生徒に向けた薬の正しい使
い方や薬物乱用防止、アンチ・ドーピング活動、禁
煙指導等に向けた教育・啓発活動や相談対応」であ
る。
薬剤師国家試験における喫煙・禁煙に関する出題

について、小松らの調査方法 21）を参考に6年制第1
期生が受験した2012年実施の第97回から、2025年

に実施された第110回 22）までを調査した。その抽出
結果を図1に、出題内容の分類を表2に示した。図2

は実施年ごとの各項目の出題状況である。喫煙・禁
煙に関する問題は、毎年1題以上、多い年で6題出
題されている。小松らの調査によれば2007～2016
年における薬剤師国家試験の喫煙関連出題割合は
約1.4％と報告されている 21）。本稿の調査でも、約
1.0％の出題割合が維持されていた。項目としては
「薬物治療・薬剤選択」および「タバコ関連疾患・統
計」がほぼ毎年出題され、「禁煙支援・カウンセリン
グ」や「服薬指導」に関する設問は出題頻度が増加
している。とくに「禁煙支援・カウンセリング」につ
いては、2023年実施の第108回問316-317 23）におい
て、患者の行動変容ステージに応じた薬剤師の適切
な働きかけについて問う問題が出題されるなど（表
3）、出題内容にも変化がみられている。現行の薬剤
師国家試験出題基準 24）では、禁煙に関する記載は疾
病の予防の項目のみだが、コア・カリの改定を踏ま

＊ 1一般目標（GIO, general instructional objective）：学生が学修することによって得る成果
＊ 2到達目標（SBO, specific behavioral objective）：学生が GIOに到達するために、身に付けておくべき個々の 実践的能力
＊ 3学修目標： 個別の知識や技能を概念的に把握し体系化して理解すること、知識や技能を活用して判断し行動することを示

したもの
＊ 4学修事項：学生が学修目標に到達するために必要と考えられる知識や技能、行為等

表 1　薬学教育モデル・コア・カリキュラムにおける喫煙・禁煙関連の学修事項
平成25（2013）年度改訂版 令和4（2022）年度改訂版
D　衛生薬学 F　臨床薬学

F-4 地域医療・公衆衛生への貢献
F-4-1 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・
福祉への貢献
〈学修目標＊3〉
1）地域住民が自らの健康生活を維持するための健康の相談窓
口として、有益な知識・情報を積極的に提供し、適切なアド
バイスを気軽に受けられる環境を整備して、地域住民の健康
維持・管理を支援する。
〈学修事項＊4〉
（5）地域住民個々の健康維持・増進に寄与する活動（禁煙指
導、口腔ケア、生活習慣病予防、プレコンセプションケア
等）への参画

F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢献
〈学修目標〉
2）住民・児童生徒に向けた保健知識の普及指導・啓発活動
を実践して、住民・児童生徒の公衆衛生意識を向上し、生活
環境の向上に積極的に寄与する。
〈学修事項〉
（4）住民・児童生徒に向けた薬の正しい使い方や薬物乱用防
止、アンチ・ドーピング活動、禁煙指導等に向けた教育・啓
発活動や相談対応

D1　健康
（2）疾病の予防
〈一般目標＊1〉
健康を理解し疾病の予防に貢献できるようになるために、感
染症、生活習慣病、職業病などについての現状とその予防に
関する基本的事項を修得する。
③生活習慣病とその予防
〈到達目標＊2〉
3. 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議
する。
E　医療薬学
E2　 薬理・病態・薬物治療
（4）呼吸器系・消化器系の疾患と薬
〈一般目標〉
呼吸器系・消化器系に作用する医薬品の薬理および疾患の病
態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情
報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を
修得する。
 ①呼吸器系疾患の薬、病態、治療
〈到達目標〉
2. 慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患（ニコチン依
存症を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。
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え、今後も実践力を問う問題が出題されることが予
想される。
医師・看護師国家試験においても喫煙・禁煙関連
の問題が継続的に出題されている。小松らの報告で
は、出題率は医師1.4％、看護師1.0％で、薬剤師と
同等であった 21）。医学教育モデル・コア・カリキュ
ラムにおいて、平成28（2016）年度改訂版 25）では喫
煙・受動喫煙の有害性とともに「禁煙支援」が明記さ
れていたが、令和4（2022）年度改訂版 26）では禁煙支
援・指導の文言はなく、有害性に関する記載のみと
なっている。医師国家試験出題基準 27）では、生活習
慣とリスク、母性保健・周産期の保護で喫煙が配置
されるほか、喫煙による障害が独立した大項目とし
て明記され、タバコ煙中の有害物質、受動喫煙、タ

バコ依存、Brinkman指数、慢性閉塞性肺疾患など
が出題範囲に含まれる。看護学教育モデル・コア・
カリキュラムにおいては、平成29（2017）年度版 28）

では喫煙と健康との関連に関する記載はあるが、禁
煙支援・指導の文言はなく、さらに令和6（2024）年
度改訂版 29）では喫煙に関する記載も見当たらない。
看護師国家試験出題基準 30）では、喫煙は健康への影
響や生活習慣の予防、小児看護、妊娠期看護などの
項目に配置されている。
医師や看護師のコア・カリと比較すると、薬学教
育における「禁煙指導」の明記は特徴的な改訂といえ
る。一方で、いずれのコア・カリキュラムや国家試
験出題基準にも、加熱式タバコを独立した対象とし
て扱う記載はみられない。

図 1　薬剤師国家試験の喫煙・禁煙関連問題抽出フローチャート
薬剤師国家試験について、6年制第 1期生が受験した第97回（2012年）から第
110回（2025年）までの問題を調査し、喫煙・禁煙に関する問題を抽出した。全
4830問から、解なしとなった問題、問題文中に「タバコ（たばこ）」・「喫煙」・

「禁煙」のいずれの文字を含まないかつ喫煙・禁煙に直接関係がない問題、症例
の背景として喫煙歴が記載されているが問われている内容は喫煙・禁煙に直接
関係がない問題を除外した。

項目 具体的な内容

禁煙支援・カウンセリング、
服薬指導 •禁煙補助薬や禁煙サポート •禁煙補助薬の服薬指導

タバコ関連疾患、統計 •喫煙による健康リスク、喫煙が関連する疾患（COPD、肺癌、心血管疾患など）
•研究結果からの禁煙による健康リスク・関連疾患の読み取り

薬物治療・薬剤選択
•喫煙と薬物の相互作用
•禁煙補助薬の化学的性質や薬理作用
•禁煙補助薬の選択

政策、保険制度、法規
•喫煙に関する政策
•禁煙治療に関する保険制度
•受動喫煙防止法などの法的知識

複合問題 いくつかの項目を組み合わせた問題

表2　薬剤師国家試験の出題内容の分類
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図2　薬剤師国家試験における実施年ごとの出題状況
図1のフローチャートで抽出された問題について、内容に基づき表2の項目に分類した。各実施年にお
ける項目ごとの出題状況を、出題数と全問題数に対する割合（％）とともに示した。
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問 316-317
30 歳男性。喫煙歴 10 年。1 週間前から禁煙を決意し、自分でたばこをやめてみた。しかし、このまま禁煙が続けられるの
か不安があり、薬局を訪れて薬剤師に相談した。

　男　性：禁煙に関して相談してもよろしいですか。
　薬剤師：なんでもどうぞ。
　男　性： 実は、1 週間前にたばこをやめてから、ここ数日イライラしてしまって、禁煙をこのまま続けられるか不安です。
　薬剤師： 1 週間禁煙は続けられたけれども、これからも続けられるのか不安なのですね。

問 316（法規・制度・倫理）
禁煙支援では行動変容のステージに合わせて支援することが重要である。この男性の行動変容のステージに対する薬剤師の働
きかけとして、適切なのはどれか。1つ選べ。
　　1　無関心期（前熟考期）なので喫煙による問題に気づくよう支援し、禁煙への関心を高める。
　　2　関心期（熟考期）なので禁煙に関心を持ちだしたことを評価する。
　　3　準備期なので禁煙行動実施の宣言をしてもらう。
　　4　実行期なので禁煙が継続できていることに焦点を当てて行動を強化する。
　　5　維持期なので自己効力感を高めるために禁煙が持続できている秘訣を話してもらう。

問 317（実務）
この男性と以下のやり取りをした後の、薬剤師の説明内容として正しいのはどれか。2つ選べ。

　男　性： もし今後、禁煙が続かなくなりそうになったら、禁煙補助薬を使うことも考えてみたいのですが、どのような禁煙
補助薬が薬局で買えるのか教えてください。

　薬剤師：はい。一般用医薬品の禁煙補助薬の特長や種類についてご説明します。
　男　性：はい、参考にします。
　　1　ニコチン製剤はニコチン離脱症状をやわらげることが期待できます。
　　2　ニコチンパッチ製剤を使用しながら段階的に喫煙本数を減らすことができます。
　　3　ニコチンパッチ製剤は、複数枚貼ることができるので、量を調節しやすいです。
　　4　ニコチンガム製剤とニコチンパッチ製剤を同時に使用することはできません。
　　5　現在、一般用医薬品として販売されている禁煙補助剤はニコチン製剤とバレニクリン製剤があります。

表3　薬剤師国家試験 2023年（第108回）問 316-317
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3．�薬剤師国家試験2023年（第108回）問316-
317の解説
問316は、禁煙開始1週間後の患者を想定し、行
動変容ステージに基づいた適切な薬剤師の対応を問
うものである。この時期は再喫煙リスクが高く、努
力を評価し、条件刺激の回避や禁煙の利点強化、周
囲からの支援獲得など、自信を高める支援が必要で
あることが確認できる。問317では、一般用医薬品
として販売される禁煙補助薬が問われた。一般用医
薬品ではニコチン製剤（パッチ・ガム）のみが認可さ
れており、使用開始と同時に禁煙を行う必要がある。
過量摂取の危険から貼付量や併用方法の理解が重要
であり、薬剤師が適切な情報提供を行うことが求め
られる。これらの出題から、疾患や薬理学的知識に
加えて、患者の行動変容や禁煙補助薬の実践的な指
導力が重視されていることがわかる。

4．大学における禁煙支援教育
大学における禁煙支援教育は、医学生へは行動科

学教育の一講座として 31）、看護学生へは講義やロー
ルプレイを組み込んだ禁煙支援教育プログラムが報
告されている 32）。薬学生に対する禁煙支援教育とし
て、講義 33）や行動変容ステージを用いたロールプレ
イ実習 34）が報告されている。薬科大学では、5年次
の実務実習において臨床業務を早期に体験できるよ
う学内で事前学習を行う 35）。4年次に課される共用
試験の一つである客観的臨床能力試験（Objective 
Structured Clinical Examination：OSCE）36） のコ
ミュニケーション系課題の評価項目には、喫煙の有
無の確認が含まれている 37）ことから、患者への禁煙
歴の確認については、どの大学も事前学習で触れて
いることが推測される。
国外の薬学教育として米国を取り上げる。全米の
薬学部を対象とした調査では、教育課程にタバコ関
連の内容を含む学校が多く、禁煙補助薬や禁煙支援
については必修科目内で扱われていた 38）。禁煙支援
教育としては、Rx for Change 39）が代表的である。
これは薬学生を含む医療系学生に対して禁煙支援の
ための行動理論と薬物療法を統合的に教育する包括
的プログラムである 39）。5Aアプローチを基本とす
る行動変容理論の活用、薬物療法や行動支援の学
修、模擬患者とのロールプレイが組み込まれている
39）。米国の多くの薬学部で導入されており 40）、学生
の総合的なカウンセリング能力や自己効力感の向上

に寄与することが報告されている 41）。Rx for Change
の公式ページには「あらゆる形態のタバコ使用からの
離脱を支援するための知識と技能を提供する」とあり
39）、加熱式タバコも含まれていることがうかがえる。
米国では、2009年に従来よりも健康リスクが低い、
または有害物質への曝露が低いタバコ製品であると
主張したい場合にModified Risk Tobacco Products
（MRTPs）として申請する制度が導入された 42）。申請
には十分な科学的根拠や消費者の認識に関する調査
データ等の提出が求められ 42）、FDAは2020年に一
部の加熱式タバコ製品をMRTPsとして認可した 43）。
これに対し、WHOは、本来あらゆるタバコ形態に
ついて禁煙を指導すべきであると指摘しており 44）、
医療者の担う役割が重要であることが想像できる。
帝京平成大学では、加熱式タバコを含む禁煙支援

の実践的能力を養う事前学習を導入している（図3）。
症例検討では、患者情報の収集、治療法の選択、副
作用や再喫煙への対応を小グループで討議し、最終
的にロールプレイを発表する。講義では加熱式タバ
コにもニコチンが含まれることを強調し、紙巻タバ
コと同様の支援が必要であることを学ばせている。
本事前学習は導入段階にあり、効果的な実施方法と
教育効果の検証が今後の検討課題である。

5．実務実習における禁煙支援
6年制の薬学教育では、5年次に病院・薬局でそれ

ぞれ約11週間の実務実習を行い、参加型実習を通じ
て臨床能力を養うことが求められている 45）。実務実
習は、患者支援に関するスキルを実践的に学ぶ貴重
な機会であり、その中で禁煙支援の経験も重要な教
育課題の一つとなる。
薬学生の禁煙支援経験については戸張ら 46）の報告

がある。病院実習および薬局実習において、実際に
禁煙勧奨をした学生は1割程度、薬剤師による禁煙
勧奨を見学できた学生は2割未満であり、病院・薬
局いずれにおいても禁煙支援に接する機会が十分で
はないことが示されている 46）。薬局実習のみを対象
とした調査 47）でも、禁煙支援を体験したかについ
て「そう思わない」、「あまりそう思わない」と回答し
た者が6割以上を占め、教育機会の不足が明らかに
なっている。
薬局実習に関しては、認定実務実習指導薬剤師認
定制度実施要領 48）において、健康サポート薬局の基
準と同等の体制を有していることが望ましいとされ
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ている。健康サポート薬局は地域住民の健康増進を
支援する機能を持ち 49）、その認定研修 50）には喫煙の
健康影響、禁煙支援の方法、薬物治療が含まれる。
また届出要件には禁煙相談の実施や禁煙補助薬の常
備が示されており、薬剤師による禁煙指導や禁煙補
助薬の適正使用推進が期待される。しかし、2023
年度時点で全国の薬局が約6.3万軒あるうち、健康
サポート薬局として届出を行っているのは約5％の
3,232軒にとどまっている 51）。そのうちの74.6％は
過去1年間に禁煙補助薬の販売実績がなく、禁煙支
援に取り組んでいる薬局は2.6％に過ぎないことが報
告されている 51）。2025年5月、健康サポート薬局を
届出制から認定制の健康増進支援薬局へ移行する法
改正が示された 52）。新制度においても禁煙支援は引
き続き求められる可能性が高く、要件を満たさない
薬局においても社会的ニーズに応えるべく支援体制
を整える必要がある。

6．医療現場における禁煙の実効性
薬剤師は地域住民の疾病予防・健康維持・増進に

貢献する専門職であり、自らが禁煙を徹底する姿勢
が求められる。日本薬剤師会は「薬剤師自身の禁煙徹
底」、「薬局でのたばこ販売中止」を宣言している 53）。
2025年に禁煙外来を設置していた医療機関で職員に
よる敷地内喫煙が報道され、診療報酬の返還に至っ
た事例 54）は、医療従事者自身の意識の低さが感じら
れる。医療人を育成する教育機関においては、禁煙
に関する価値観や知識を早期に醸成することが重要
である。薬学生への禁煙支援教育は、喫煙による健

康被害から禁煙治療の必要性に至るまで一貫して学
ぶ貴重な機会であり、将来の喫煙抑止にもつながる
と考えられる。

7．実態に合わせた禁煙支援教育の強化
加熱式タバコの普及により、喫煙歴聴取に際して

は留意が求められる。「タバコを吸っていますか」と
いう質問のみでは、薬剤師と患者の間で「タバコ」と
いう語の範囲に関する認識のずれが生じ、患者が紙
巻タバコのみを想定して回答する事例が報告されて
いる 15）。これは、問診票やカウンセリング内容を喫
煙形態の多様化に対応させる必要性を示唆しており、
大学におけるOSCEの「喫煙の有無の確認」なども、
世の中の実態に合わせて改訂されることが望まれる。
さらに患者対応能力については、模擬患者や生成AI
を活用した反復的な対話練習を重視した実践的教育
が有効だと考える。研修医を対象に生成AIを用いた
医療面接訓練と従来の模擬患者面接を比較した試験
において、生成AIではコミュニケーション訓練の面
で劣る一方、臨床推論訓練としては同等で、自習に
有用な補助ツールとして模擬患者とのハイブリッド
導入が望ましいとされている 55）。こうした教育の充
実は、現場で禁煙支援を十分に実践してこなかった
薬剤師にとっても再学習の機会となり得る。
加熱式タバコの登場は新たな健康課題であり、薬
剤師には科学的根拠に基づく知識と情報発信力が求
められる。薬学教育における加熱式タバコを含む禁
煙支援教育の強化は、今後ますます重要性を増すと
いえる。

図図３３

午後：禁煙支援
「禁煙治療開始後の薬剤師による支援」

ステップ３ “発表”

ロールプレイの発表・質疑

ステップ２ 患者役と薬剤師役でロールプレイ

シナリオを考え、患者対応の練習

ステップ１ 午前で提案した治療法を開始した“患者の訴え”の提示

禁煙治療中の患者の訴えを把握し、対応策を検討

午前：患者の情報収集
「禁煙治療を希望する患者への提案」

ステップ３ “発表”

ステップ1・２のプロダクトの発表・質疑

ステップ２ “聞き取った情報”の提示

「聞き取った情報」を基に相談者に提案する治療法を
検討

ステップ１ “相談者”の提示

禁煙治療薬の購入希望者から収集すべき項目を検討

図3　帝京平成大学の事前学習における症例検討の流れ
帝京平成大学で実施している事前学習の流れを、午前午後に分けて実施内容を示した。
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Current status and challenges of smoking cessation support education 
including heated tobacco products in pharmacy curricula

Ikumi Ito1, Masakazu Ishii2

Abstract
  Heated tobacco products are as harmful to health as combustible cigarettes, and their adverse effects from 
secondhand exposure have also been reported. However, the severity of their health impacts is not fully 
recognized, and misconceptions remain widespread among healthcare professionals and pharmacy students. 
In the 2022 revision of the model core curriculum for pharmacy education, "smoking cessation counseling" 
was explicitly included for the first time, highlighting the need to strengthen education on smoking cessation 
support within pharmacy curricula. The purpose of this review is to clarify the current status of smoking 
cessation education in pharmacy, including education related to heated tobacco products, by examining 
recent trends in questions on smoking cessation counseling in the national pharmacist licensing examination, 
introducing educational practices implemented prior to practical training, and comparing these with initiatives 
in other health professions and international contexts. Furthermore, this review explores the gap between 
educational content and clinical practice revealed through actual smoking cessation support during practical 
training and discusses future challenges and directions for improvement.
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Smoking cessation education, pharmaceutical education, pharmacists, heated tobacco products
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